
やりたいことやる人生にしたい。家族にも
そんな姿を見せたい。そのためにもお金
の話はちゃんとできる大人になる。
中津川市  ともこさん

笑顔
のパパ・

ママ 増加中！

自我の芽生えた2歳児育児に家事・仕事…あ、小学生ほったらかしだ！とオーバーフローな日々。一息つこうと、
ケロポンズの『にこちゃんたいそう』とmountain mountainsの『クラシノウタ』をよく聴きます。(編集部 礼子)

ママが発信！地域のお役立ち情報誌

Take Free

vol.15

インスタ更新中

はじめての入園準備
この春入園！いま、準備できるコトは？

ココ行ってきました！

hugma編集部の

アートで表現力、創造力を育み、”幸せになる力”をつける

hugma編集部が話題のスポットやイベントに
でかけて、ママ目線でリポートします！
今回は、子どもの自己肯定感を育てるお絵描き教室
「お絵描き×造形アソビヒロバ」を体験してきました！

：

：

◎お絵描き×造形アソビヒロバ みなこ先生   住所／中津川市付知町  ▶お問い合せは右記QRコードより

恵那市長島町正家1067-108  営業時間／8:00～17:00(LO16:30)   定休日／日・月・祝　TEL／0573-59-9333 本とごはん ある日

家で絵の具を使うのはなかなかハードだけど、子どもに自由にアートを楽しんでほしい！そんな思いから「お絵描き
×造形アソビヒロバ」さんへ体験に行ってきました。かわいいアトリエの中に入るといっぱいの絵の具。普段見な
いキラキラの絵の具に目を輝かせながら、好きな色を選び、混ぜたり実験のように楽しみながら筆
を動かしていました。元保育士のみなこ先生も子ども自身の”やりたい”を大事にしてくれて、子ども
の満足いく作品が出来上がりました♪

2023年1・2月号（第15号）　発行： hugma編集部 　岐阜県中津川市本町2-6-23　配布協力： 瑞浪市　恵那市  中津川市

子連れOK! イベント情報

楽しい、嬉しい気持ちを絵で表現し、
思い出に残し、子供と一緒に楽しく過ごし
ていきたい。そんな思いでイラストハンド
メイド作家Mirakuruとして活動しています。
いつか絶対有名になって子供が
自慢できるママになりたいです！
中津川市  みらいさん

ママに効く！ワンポーズ
年末年始の疲れた胃腸に◎ねじりのポーズ

接骨院88・mamiさんの

1
2
3
4
５ オンラインレッスン、パーソナル

トレーニングを行っています！

お問合せ

中津川で頑張る人たちを中心に様々なクリエイターやキッチンカーに
出会えるイベントです。お年玉企画など楽しい内容盛りだくさん。

1/29(土) 10:00～15:00

FREELY(@XXSHOP_FREERYXX)Instagram DMまで
会場：中津川市下野293-21

あぐらの姿勢から左足を伸ばして座る

右手は身体の横、左手は身体の前に置く

息を吸いながらお尻で床を踏み込み、背中を真っ直ぐ伸ばす

息を吐きながらおへそから身体を右側へねじっていく

息を吐ききったら、その位置から3～4を2呼吸ほど繰り返し、
ゆっくり正面に戻る

お問合せ

子ども服のリサイクルマルシェ。卒入園、新学期に向けて掘り出し物が見つかるか
も！パン販売や手形ワークショップ、お片付け無料相談会など盛りだくさん。ぜひお
散歩がてらお出かけください。サイズアウトした子ども服、
絵本など、当日お引取りしますので、会場へお持ちください。

2/7(火) 10:00～14:00

詳細はhugmaのInstagramをご確認ください
会場:木point！(恵那市長島町正家613-10)  入場料：無料(終日出入りOK)

◎あなたの「夢」聞かせてください！ご応募の詳細はハグマDMまで♪

反対側も同様に行います

私たちから目指すSDG s

hugma 2023年1・2月号 （年6回発行）
太田 礼子／堀 洋美／佐藤 昭子／繁澤 あゆみ
黒田 文／瀬見井 智子／矢郷 舞子／石田 善也
藤井 真也 
原 房枝／村本 志保／木村 瞳

編 集

デザイン

hugma
公式LINE

メール

お問い合わせ

右記QRコードから
友だち登録をお願いします

hugma.fp@gmail .com

令和4年度恵那市まちづくり市民活動補助金事業

撮影：T☆Eさん／撮影場所：銀の森（恵那市大井町）

hugmaくるくるマルシェ

FREELY MARCHE

ここが伸びている
ことを意識して！

詳しい動きを
動画でチェック！

vol.1本とごはん ある日　榊原 悠介

くらい くらい
作  はせがわ せつこ
絵  やぎゅう げんいちろう
福音館書店 刊 

だれかしら
作・絵  多田 ヒロシ
文化出版局 刊 

　こどもにとって、物語とはどんなものなので
しょうか。言葉と意味の世界に触れる前に初め
て出会う物語は、その子に何をもたらすので
しょうか。

　子連れのお客さんが多い僕の店には、ちょっと
した仕掛けがあります。カフェスペースと本屋
スペースとの間に、小さな入り口の小部屋がある
のです。中にはマグネットや積み木などのおも
ちゃ、自由に読める絵本が少し。そしてそれらの
一番奥に、小部屋の明かりのスイッチがあります。
ある日、小部屋に入った女の子がそのスイッチ
を見つけ、部屋の明かりを消しました。明るい店
の中の、暗い小部屋。しばらくするとまた点けて、
また消して…。それを何度か繰り返しているうち
に、お母さんがそれをたしなめました。ほらほら
そんなことしたら壊れちゃうよ。ランチタイムの

　　　　よくある光景です。

　また別のある日のこと。
お子さまカレーを食べ
終えた男の子が、カウ
ンターキッチンの中に
続くスウィングドアに

興味を示しました。奥にも
手前にも開き、勝手に元の位置へ

戻っていくその不思議なドアを押し入って、何
度も何度も行ったり来たり。楽しくなって声を上
げ始めた頃に「すみません」と、お父さんに引
き取られていきました。

　食後の注文が入り、コーヒーを淹れながら僕
は考えます。あの子たちはあのとき、一体何を
体験したんだろう？

　僕にも６歳の娘がいます。食事に入った店で
娘が同じようなことをすれば、きっと同じように

声をかけて制止するで
しょう。でもこのとき、親
による制止はその場を
収めるお約束に過ぎず、
その子にとっては何の意味も
持ちません。それどころかその子はすでに獲得
しているのです。「自分の力で動かした」という
かけがえのない体験を。自分の足で歩き、自分
の目で見てそれを発見し、触れてみたらそれが
動いた！正真正銘の成功体験です。コップを倒
した、水がこぼれた。水を触った、手が濡れた。
ほっぺにつけた、冷たかった。物語とは、こうして
始まっていくのではないでしょうか。自分が物語
の主人公だと気付き始めたこどもたちに、わざ
わざ他人の書いた物語を語る必要があるだろ
うかとさえ思ってしまいます。

　こうして日常のカケラから始まる物語を少し
ずつ集め、自分の中の引き出しに仕舞っていく
ことで、こどもは心と体を世界に定着させていく
のでしょう。他人の書いた物語、絵本がこどもに
必要になるのは、こうしたたくさんの体験の後
なのだと思います。豊富な体験の引き出しを
持っていることで、絵本を「追体験」として楽しむ
ことができるからです。

　あのときの、小部屋のスイッチの女の子には
『くらい くらい』を、スウィングドアの男の子には
『だれかしら』を贈ります。あのとき引き出しに仕
舞った体験を、この本でもう一度楽しんでくれ
たら嬉しいな。

３・4月号の表紙を飾りませんか？

      な写真 募集中！

hugma公式LINEアカウントのトーク画面にて①撮影者様の
ニックネーム②撮影場所③お写真 を添えてご応募ください

裏表紙に撮影者様のニックネームと撮影場所を記載させていただきます

掲載
条件

・季節を感じられるご自身のお子さんの写真
・中津川市・恵那市・瑞浪市にお住まいの方
・中津川市・恵那市・瑞浪市で撮影したもの

春
 お子さんの



※プロフィールは 2022年11月現在

４月入園を控えたご家庭は、手提げかばんやお布団、

園グッズの準備に追われるシーズンですね！

「入園に向けて、練習しておくことはある？」　

「うちの子のこんなところが心配なんです…」

ママたちがドキドキしていることや、入園前に

やっておきたいことについて、話し合ってみました。

この春入園！いま、準備出来るコトは？

はじめての
入園準備

ちさと： 「うちの子は、興味が移りやすく、みんなと一緒の事が得意じゃない気
がします。仲間に入っていけないというか。」
大嶋： 「そうですね、雰囲気が既にできあがっているような空間が苦手な子、
います。そういう子への対策として親さんが出来ることとして…
例えば時間ギリギリに園に駆け込むんじゃなくて、早めに登園する
とか、そういう余裕をもつのはどうでしょう？」
編集部：「あー…うちも、毎日ぎりぎりです…（笑）」

マイペースな子に、親がしてあげられること

大嶋： 「感染予防で、園でもみんなマスクをつけて過ごすように。それだ
けが原因ではないかもしれないけど、言葉を覚えるのがゆっくりな子が
増えていると聞きます。だからこそ、お家で、大人がマスクをしていない
状態で口を動かして、たくさん話をしてあげて欲しいと思います。」
編集部：「そう言えばうちの子も、話している時に目元じゃなくて口元を
見ているような感覚があります。」
大嶋： 「例えば『”赤い”りんごがあるね』とか、『”小さい”どんぐりが落ちて
るね』など、フレーズを多めに話してあげるのがおすすめです。あとは絵
本の読み聞かせもぜひ沢山してあげてください。」

マスクのない自宅だから、できること 

編集部：「はじめての集団生活に向けて、親ができることはありますか？」
山田：「園では、保育士さん1人に対して子どもが十数人もいる状態なので、
トイレや食べること・寝ることは、なるべく自分でできるよう準備できている
といいと思います。」
大嶋：「4月生まれの子もいれば、3 月生まれの子もいるから差があって当
たり前なんだけど、おうちで楽しみながら、無理なく習慣づけられるといいよ
ね。大人がおもしろがってね。」
編集部：「おもしろがって？」
大嶋：「この子は何に反応するかな、どうしたら動いてくれるかな？って考え
てやってみる。それで上手くいくこともあるし、”あ、そうきたか～！”ってなって
もそれを親がおもしろがれたら、気持ちが楽だと思います。」

使ったので、家で練習しておけばよかったなと思いましたが、その辺はどう
でしょう？」
山田：「全身の筋肉は、連動しているので、身体全体が発達してこないと指
先だけ動くようにはなりにくいかなぁ。いっぱい、身体や指先を使って遊ぶ
ことが発達につながりますよね。」

みのり：「我が家は図書館で本を沢山借りて、夜寝る前に子どもに選んで
もらって読んでいます。下の子が生まれてから、その絵本タイムが上の子と
私が二人きりになれる貴重な時間で、嬉しいみたいです。

ちさと：「うちは、お着替えが心配です。長袖の時は片手ずつ袖を引っ張っ
て自分で脱げているけど、半袖は難しそうです。」
大嶋：「もう自分で出来ることがあるなんて、すごい！そうやって、ちょっと
した『できたぁー！』や『やったね！』を増やしていくことがコツですよね。
私が思うに、２歳くらいまでは小さなことでも成長の感動があるんだけど、
それが大きくなるにつれてどうしても減ってしまう。だから、片方でも靴下を
履けたり、少しの時間でもご飯を座って食べられたことを『わ～、できた
ね！』って大袈裟に喜び合えるといいですね。大変な毎日ですが、笑顔は何
よりの栄養剤ですね。」

発表＊hugma読者ママたちの入園体験記！

特集

恵那市岩村町で月2回開催されている『親子あそびの場』のスタッフさんと、会に参加中のママ３人にお話を聞きました。

『あそびの場』
主任児童委員

山田さん

『あそびの場』
主任児童委員

大嶋さん

新入園の 3 歳男の子、
0 歳男の子のママ

先輩ママ（小４男の子、
年長男の子、1 歳男の子）

新入園の 3 歳女の子の
ママ

＼ 保育現場経験豊富な、「親子あそびの場」のおふたり／ ＼ 入園間近／ ＼ センパイ／ ＼ 入園間近／ 

ちさとさん みのりさん はつみさん

ちさと（感想）：「子どもと話す時に、“赤い”りんご、“ピカピカの”髪の毛、など、言
葉を多めに使うことを意識してみます！」
みのり（感想）：「本をたくさん読むのがいいと聞けたので、夜の絵本タイムをこ
れからも続けようと思います。」
はつみ（感想）：「うちの末っ子は入園までまだ先ですが、気長に見守りながら
出来ることは準備をしようと思いました。」

同世代の子と関わる
地域の集まりや児童センターなどで
時間を過ごし、他の子どもを間近に

見ることで、「出来なかった○○が出来る
ようになった！」ということがあります。

・入園前におすすめ・

01

絵本の読み聞かせ
普段あまり絵本を読まないという時は、
例えば夜寝る前を絵本タイムにしてみて。
本を読む→寝るという流れをつくると、

寝かしつけも楽になるかも！？

02

自然のものに触れる
子どもたちは自然のものが大好き。
お散歩をしながらドングリを集めたり・
投げたり、落ち葉をカサカサと踏みしめて
みたり。身近なもので楽しみましょう！

03

お ま け

朝が早くなって大変！

入園前までは朝ゆっくりしていた
けど、園が始まってからは毎日が
バタバタ！ Eテレを時計がわり
に使って朝の準備をするように
なりました。（恵那・幼稚園ママ）

裏起毛の落とし穴

冬は寒いと思い、裏起毛のモコモ
コの服をたくさん用意していたら
「暑いので…」と保育園NG。
買う前に調べておけばよかった！
（恵那・保育園ママ）

草刈り・奉仕作業って！？

保護者も草刈りをすることを知ら
なくてびっくり。最初の年は戦力
外でした。（中津川・保育園ママ）
奉仕作業は、軽トラ・一輪車・草
刈機が大活躍！（恵那・こども園
ママ）

園の情報収集に苦戦！

自治会に入っていないので広報
誌が届かず、入園のための情報が
全く分かりませんでした。地域の
ママさんや在園ママさんから必
死に情報収集しました。
（恵那・こども園ママ）

トイトレの思い出

園のトイレに行けなかった我が子。
本人が安心する服やオムツをトイ
レに常備して貰い、「あ、オムツがな
い。トイレに行ってみよう」の声か
けで行けるように！（恵那・幼稚園
ママ）

市販のドリルが活躍♪

のりやハサミを使う市販のワーク
ブックは、雨の日のおうち遊びに
も使えるし、園での工作の予習に
もなって良かったので、オススメ
です。 （中津川・こども園ママ）

みなさんの体験記も、よかったらインスタで教えてくださいね！

習慣づけのトレーニング。コツは、大人が「おもしろがる」＆「喜び合う」

はつみ：「準備の話で言うと… 上の子の時、年少さんから給食でお箸を
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